[旧]富山大学学報，第209号 by [旧]富山大学
昭和56年2月号
関 係 法 令…・
品同号」
自
... 1 
学 内 規 即IJ·······・H・－…H・H・－………...・H・H・H・－－…・・・ 2
富山大学大学院工学研究 科規則の一部改正……......... 2 
富山大学文理学部規則の一部改正一
富山大学人文学部規則の一部改正・．．．．．．．．
富山大学 トリチウム 科学センター放射線障害
予防規則の制定・．．．．．．．．．．－
諸 会 議…・・・
人 事 異 動…
学 内 諸 報…
教育学部長の改選
· 2 
· 2 
・・ 6 
9 
10 
· 10 
.. ··10 
（長官官）
政
規
令
0一般職の職員の給与に関する法律の一部を
改正する法律の一部の施行期日 を定める政
令(17)
則
0人事院規則（勤務を要しない時間の指 定）
の制定（人事院15一10)
0人事院規則（現行の法律， 命令 及び規則の
廃止） の一部を改正する規則（人事院 1 - 4) 
0人事院規則（通勤手当） の一部を改正する
規則（人事院 9 - 24) 
0人事院規則（期末手当 及び勤勉手当）の一
2 ・ 27
2 ・ 27
2 . 27 
2・ 27
報 第20 9号
第209号
（昭和56年2月）
次
工学部長の改選・·······················•··········•··••··••·••···· 10 
学位取得者・・．．．．．
文部省在外研究員派遣予定者の決定・．．．．
文部省内地研究員の決定・－
学内レク リエーションー－
昭和56年度 中に開催予定の主要会議 及び大
会等行事予定・．．
・・・11
··1 1  
1 1  
・・11
... · 12 
職 員 消 息一
主 要 日 誌・・
資 料…・
・ …・・・・一.... • 13 
昭和56年度 富山大学入学志願者数
部を改正する規則J （人事院9 -40) 
0人事院規則（休日 給の支 給される日 ） のー
昔日を改正する規則（人事院9-43) 
0人事院規則（女子職員 及び年少職員の健康，
安全 及び福祉）の一部を改正する規則
（人事院10 7) 
0人事院規則J（職員の勤務時間等の基 準） の
一部を改正する規則（人事院15 1 ) 
0人事院規則（休暇） の一部を改正する規則
（人事院 15 6 ) 
0人事院規則（職員団体のための職員の行為）
の一部を改正する規則（人事院17- 2) 
・・ 13
··· 16 
2 ・ 27
2 ・27
2 . 27 
2 . 27 
2 . 27 
2 . 27 
昭和56年2月号
学
報
学 内 規 則
富山大学大学院
工
学研究科規則の一
部
改正
富山大学大学院工学研究 科規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和56年2月20日
富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規則
富山大学大学院工学研究 科規則lj（昭和42年5月19日制定） の一部を次の ように改正する。
別表各専攻共通の項中「｜応用物理学特論 I 2 I」を
「 ｜ 応用物理学特論第一 I 2 I ｜ ｜ ｜ に改める。｜ 応用物理学特論第二 I 2 I」
附 則
1 この規則は， 昭和56年4月 1日 から施行する。
2 昭和55年度 以前の入学生については， なお従前の例に よる。
富山大学文
理
学部
規則の一
部
改正
富山大学文理学部 規則のー 苦I を 改正する規則を次 のとおり制定する。
昭和56年2月20日
富山大学文理学部規則の一部を改正する規則
富山大学文理学部規則J （昭和26年9月 7 日 制定） の一部を次の ように改正する。
第 5 条 中「別表（ 1）」を「別表」に改める。
第22 条（見出しを含む） を次の ように改めるυ
第22条 削除
別表 中「別表（ 1）」を「JjJJ表」に改め， 別表（2） を削る。
附 則
第209号
富山大学長 柳田 友道
富山大学長 柳田 友道
この規則は， 昭和56年4月 1 日 から施行する。 ただし， 昭和55年度 以前に入学した専攻科学生については， なお従前の
例に よる。
富山大学人文学部規則の一
部
改正
富山大学人文学部規制の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和56年2月20 日
富山大学人文学部規則の一部を改正する規則
富山大学人文学部規則（昭和52年5月16日制定） の一部を次の ように改正する。
第3 条 第3 項 中「別表」を「別表第 1」に改める。
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第1 5 条の 2 の次に次のl条を加える。
（文学専攻科）
第15条の3 専攻科学生は， �lj表第 2 により必修科目20 単位， 選択科目10 単位以上， 合計30 単位を修得するものとし， そ
の履修方法は， lJJjに定めると ころに よる。
2 専攻科学生の試験及び課程の修了認定は， 第10条から第12 条までの規定を 準用する。
第21 条の次に次のl条を加える。
（研究生 ）
第21条の2 研究 生については， 第16 条， 第17 条 第l項及び前条の規定を 準用する。
別表に次の表を加え， 「別表」を「別表第 1」に改める。
附 則
この規則は， 昭和56 年4月 1 日から施行する。
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別表第2
授業科目及び単位数
単 位 数 単 位 数
専攻名 授 業 科 目 群 専攻名 授 業 科 目 群
必修 選択 必修 選択
哲 学 特 別 講 義 I 4 考古 学 特 別 講 義 I 4 
哲 学 特 別 講 義 II 4 E 考 古 学 特 別 講 義II 4 
西洋古代 中世哲 学 史特別議義 4 考 古 寸＂＂＇： i寅 習 I 2 
A 
西洋近世 哲 学 史 特別講義 韮Jを 古 寸A以ー与 j寅 習4 群 II 2 
哲 λザ主 ゐー j寅 習 I 2 特 Bリ 石汗 究（論文） 20 
哲 品寸九ー 演 習 II 2 群
西洋古代 中世哲 学 史 演習 2 人 文 地 理 学 特別講義I 4 
人 西 洋近世 哲 学 史 演 習 2 人 F 人 文 地 理 学 特別講義II 4 
特 ,'iJJJ 高庁 究（論文） 20 人 文 地 理 学 演 習 I 2 
文 文 群 人 文 地 理学 演 習II 2 
日 本 史 学 特 別 議義 I 4 特 ,'iJJj 研 究（論文） 20 
文 文
日 本 史 学 特別講義II 4 
B 
本 史 学 i寅 習 文 化 人類 学 特 別講義日 2 4 学 寸』ゐー
日 本 史 A寸Lー4 議 百売 2 G 文 化 人 類 学 演習 I 2 群
学 古 文 書 学 2 学 文 化 人 類 学 演 習II 2 
特 思リ 研 究（論文） 20 群 文 化 人 類 学 識 読 2 
専 専 特 ,'iJJj る斤 究（論文） 20 
東洋史 学 特別講義I 4 
E果
東洋史 学 特別講義II
言果
言語 学 特 別 講 義 I4 2 
c 
東 洋 史 学 演 習 言語 学 特 別 講義II 2 I 2 
攻 東 洋 史 学 演 習 II 2 攻 H 言語 学 特 別 講 義III 2 群
平皇 東 洋 史 学 講 三画冗企 2 干星 言語 学 特 別 講義 W 4 
ヰ寺 思Jj 研 究（論文） 20 言語 学 特 別 講 義 V 4 
群 さ百主去 圭ロ五ロ ：出子人 j寅 習 I 2 
西 洋史 学 特別講義 I 4 百 圭ロ五ロ 学 J寅 習 II 2 
西 洋史 学 特 別講義II 4 特 JJJJ 研 究（論文） 20 
D 
西 洋 史 学 演 習 I 2 
西 洋 史 学 演 習 比較文 化 特別講義I
4 
群 II 
2 I 比較文 化 特別講義II 4 
西 i羊 史 学 講 言先 2 比 車交 文 イ七 J寅 習群 2 特 JJJJ 石汗 究（論文） 20 特 JJJJ 石iJf 究（論文） 20 
- 4 ー
昭和56年2月号 品同千 報 第209号
単位数 単位数
専攻名 授 業 科 目 群 専攻名 授 業 科 目 群
必修 選択 必修 選択
国 語 学 特 別 講 義 4 ドイ ツ語 学特別 講義 4 
国 文 学 特 別 講 義 4 ドイ ツ文 学特別 講義 企
A E 国 三ロ五口 主弓主えa， i貨 習 2 イ ツ 語 学 演 習 4 
国 文 A寸担ーEふ・ i寅 習 2 イ ツ 文 学 演 習 4 
群 国
圭ロ盃ロ主 学 講 言売 2 群 ド イ ツ 文 学 講 読 4 
国 文 学 講 エ画冗企 2 
特 J.JIJ 研 究（論文） 20 
ヰ寺 思リ 研 究（論文） 20 
きロ五口 圭ロ五ロ
朝鮮語 学 特 別 講 義 4 
ロ シ ア語 学特別 講義 4 
文 朝鮮文 学 特 別 講 義 4 文 ロ シ ア文 学特別 講義 4 F 
B 
朝 鮮 きロ五口 学 j寅 習 ロ シ ア 語 学 演 習 2 学 2 学
朝 鮮 文 学 j寅 習 2 ロ シ ア 文 学 演 習 2 
群 朝 鮮
圭ロ五ロ 寸Aムιー 議 三売 2 群 ロ ン ア 文 学 講 説 4 
朝 鱒 文 学 講 ニ日土冗 2 特 J.jlj 研 究（論文 ） 20 よ十�」 寸主主えー． 
文 特 J.JI] 研 究（論文） 20 文
比較 文 学 特 別 講 義 4 
中国語 学 特 別 講 義 4 国 文 学 特 別 講 義 2 
中国 文 学特別 講 義 4 朝 鮮 文 学
学 c 中 国 量日五ロ 学 i寅 習 2 
戸寸旦ー． 
専 専ー 中 国 文 学
中 国 文 学 i寅 習 2 
英 文 寸品比一
中 国 語 学 講 �ユゴ冗. 2 特別講義 2 
群 G アメリカ文学
中 国 文 学 講 エ画冗企 2 
2呆 特 思I] 研 究（論文） 20 課 ドイツ文 学
ロ シ ア文 学
攻 攻 上じ 車交
英 語 学 特 別 講 義
文 且すん 1寅 習 2 4 
英米文学特別 講義I 国
文 寸＝．ー 議 E売 2 
4呈
4 程
英米文学特別 講義II 4 朝 鮮 文 学
D 
英 三日五口 学 j寅 習 2 群 中 国 文 学
英 米 文 学 演 習 I 2 英 文 学
言箆 エ百冗士 2 
英 米 文 学 演 習 II 2 アメリカ文 学
群 英 圭ロ五口 学 講 2売 ドイツ文 学2 
英 米 文 学 議 言売 4 ロ シ ア文 学
特 思I] U庁 究（論文） 20 特 別 研 究（論文） 20 
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富山大学トリチウム科
学
センター放射線障害予防規則の制定
富山大学トリチウム科学センター放射線障害予防規則を次のとおり制定する。
昭和56年2月20日 富山大学長 柳田 友道
富山大学卜リチウム科学センター放射線障害予防規則
（目 的）
第1条 この規則は， 放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律（昭和32年法律 第 167 号 ）第21条 第 1項及び
人事院規則10 5 （職員の放射線障害の防止） 第22条 第 1 項の規定に基づき， 富山大学トリチウム科学センター（以下
「センター」という。）における放射性同位元素（以下「同位元素」という。）の使用並びにその他の取扱 いに関し， 必要
な事項を定め， 放射線障害の発生を予防することを目的とする。
（総 括）
第2条 富山大学トリチウム科学センタ一長（以下「センター長」という。）は， センターの放射線障害予防業務を総括す
る。
（放射線取扱 主任者等）
第3 条 センターに， 放射線障害予防に関する業務を行わせるため， 放射線取扱 主任者（以下「主任者」という。） 及び
放射線取扱 副主任者（以下「副主任者」という。）を置く。
（主任者及び副主任者の職務）
第4 条 主任者は， 放射線障害の予防について， 必要な指導監督を行わなけれは‘ならない
2 副主任者は， 主任者が不在の場合は主任者の職務を代行する。
（登 録）
第5 条 同位元素の使用及びその他の作業に従事する者（以下「従事者」という。）は， あらかじめ別紙第1 号 様式の放射
性同位元素作業従事者登録申請書に， 管理区域に業務上随時立入る者（以下「随時立入者」という。）は． あらかじめ別
紙第 2号様式の管理区域随時立入者登録申請書にそれぞれ必要事項を記入の上健康診断書を添えてセンター長に提出し
て登録許可を受けなければならない。 ただし， センター以外の者にあって は所属長を経由してセンター長に提出しなけ
ればならない。
2 従事者及び随時立入者は， 登録事項に変更が生じた場合には， 速やかに再提出しなければならない。
3 登録の有効期限は， I年とする。
（放射線管理手l阪の交付）
第 6 条 センター長は， 放射線被ぱくを最小限にとどめ放射線障害の発生を未然に防ぐため， 被ばく線量及びそれに関連
した事項を記録するための放射線管理手帳を従事者並びに随時立入者に交付しなけれは、ならない。
（同位元素の使用願）
第7条 従事者は， 同位元素を使用しようとする場合には， 別紙第 3号 様式の放射性同位元素使用願（以下「使用願」と
いう。）に必要事項を記入の上センタ一長に提出し， 許可を受けなければならない。
2 従事者は， 使用願に記載した事項に変更が生じた場合には， 速やかに願い出なければならない。
（同位元素使用上め注意）
第8条 従事者は， 同位元素を使用する場合には， 主任者の指示に従い， 放射線障害の予防に努めなければならない。
（同位元素の保管）
第9条 従事者は， 同位元素の貯蔵又は保管については， 主任者の指示に従い， 次に掲げる事項を厳守しなければならな
し、。
(1) 同位元素は， 所定の貯蔵施設に貯蔵すること。
(2) 同位元素の使用が終了したときは， 必ず所定の貯蔵施設に保管すること。
(3) 貯蔵庫から同位元素を持ち出すときは， 漏えいの有無を必ず確認すること。
（同位元素の運搬）
第10条 従事者は， 同位元素を使用施設内で運搬する場合には， 主任者の指示に従い， 次に掲げる事項を厳守しなければ
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ならない
( 1 ）標識を付した所定の容器に入れ密封すること。
(2）標識を付した所定の運搬用具を用いること。
（同位元素の廃棄）
第11条 従事者は，同位元素又は同位元素によって 汚染された物を廃棄しようとする場合には，廃棄物の物理的・化学的
状態により区分し，主任者の指示に従い，適切に処理しなければならない。
2 従事者は，使用施設内の容器に収納した廃棄物を廃棄物保管室内の指定された廃棄物容器に移し替えなければならな
し、。
（排 水）
第12条 主任者は，液体状の同位元素又は同位元素によって ， 汚染された液を排出しようとする場合には，排水設備の排
水口における排液中の同位元素の濃度が許容濃度の10分のl以下であることを確認しなければならない。
2 主任者は，排水口における同位元素の濃度及ひ、排水量を記録しなければならない。
（排 気）
第13条 主任者は，気｛本状の同位元素又は同位元素によって 汚染された空気を排気しようとする場合には，排気設備の排
気口における排気中の同位元素の濃度を許容濃度の10分のl以下としなければならない。
2 主任者は，排気口における排気中の同位元素の濃度を記録しなければならない。
（測 定）
第14条 従事者は， 主任者の指示に従い，放射線量率及び、同位元素による汚染の状況の測定を当該施設の必要と認められ
る場所について 行わなければならない。
2 従事者は， 前項に規定するiHIJ定を 1月 を超えない作業期間ごとにl回行うものとし，別紙第 4号 様式の汚染検査記録
に記録して おかなけれは‘ならない。
第15条 従事者は，管理区域から退出する際に 人体表面の同位元素による汚染状況について の測定を自ら行わなければな
らない。
2 従事者は，iJ!IJ定結果を別紙第5号様式の測定結果記録に記録して おかなければならない。
（記 帳）
第16条 主任者は，同位元素の使用，保管，廃棄及びil判定に閲する事項の記帳を行わなければならない。
2 帳簿の保存期間は，記帳の閉鎖後 5年 間とする。 ただし， 人体が最大許容表面密度を超えて 同位元素により汚染され，
その汚染を容易に除去することができない場合の測定結果について は，永年保存とする。
（教育訓練）
第17条 センター長は，従事者並ぴに随時立入者にこの規則に定めるものの周知徹底を図るとともに放射線障害の発生を
予防するために必要な教育及び訓練を行わなければならない。
2 センター長は，未経験者並びに経験の少ない者には，経験者の指導の下に作業を行わせ，同位元素の取扱 い及び使用
方法等を修得させなければならない。
（健康診断）
第18条 センター長は，従事者及び随時立入者に対し，健康診断を受けさせなければならない。
2 前項に規定する健康診断について は，3月を超えない期間ごとにl凶行わなけれは‘ならない。
3 センター長は， 健康診断の結果の写しを本 人及び主任者に通知しなければならない。
4 放射線障害を受けた者又は受けたおそれのある者は，直ちに主任者に連絡し，その指示の下に保健上必要な処置を受
けなければならない。
5 主任者は，前項に規定する処置を執らせた場合には，速やかにセンタ一長に報告しなけれは、ならない。
6 主任者は，健康診断の結一来を保存しなければならない。
（緊急H寺のfl\'世）
第19条 従挙者は， b文射線障害を受けるおそれのある不測の事態が発生した場合には，主任者の指導の下に災害の拡大防
lトに努めなければならない。 この際主任者は，直ちにセンタ一長にその旨を報告しなければならない 。
2 自Ii取にj判定する挙態が発生した場合には，学長は，遅滞なく科学技術庁長官に届け出なければならない。
（火災u寺等の仙沼）
第20条 従4'4-者は，使用施設内で火災ヵ、発生し，又は使用施設に延焼のおそれのある場合には，消火又は延焼の｜坊止に努
めるとともに｜立ちに主任者及び消防署に通報しなければならない。
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2 センター長は， 前項に定めるほか． 危険時の措置について ， あらかじめ事故対策を講じて おかなければならない。
3 センター長は， 放射線障害が発生した場合又は地震， 火災等により放射線障害が発生するおそれのある場合には， 可
及的速やかに必要な措置を講じなければならない。
4 所j項に規 定する事故が発生 した場合には， 学長は， 遅滞なく科学技術庁長官に届け出なけれは‘ならない。
（補 則）
第21条 この規則に定めるもののほか， 必要な事項は， 別に定める。
附 則
この規則は， 昭和56年4月 1 日から施行する。
別紙第1号様式 別紙第2号様式
トリチウム 取 扱 事：／タ－� 主任者 担当2 主よ／什タ－ウ土4 取主任者扱 事担当務者
昭和 年 月 日 昭和 年 月 日
富山大学トリチウム科学センター長殿 富山大学 トリチウム科学センタ一長殿
所 属
申請者
氏 名 ⑮ 
放射性同位元素作業従事者登録申請書
富山大学トリチウム科学センター放射線障害予防規則第 5
条の規定により放射線作業従事者として 登録されるよう下
記のとおり申請します。
百己
作業従挙者 d・リカfな
1学そill;の生他民
新 規 男
氏 名 大.iE 年 月 日生 更 新 女II召干日
学部 学科 研究室
職 員
(TEL) 
その他
f出jJ'j·
fiJT 属
学者11 t学科 研究室
学 生 大学院 (TEL) 
｛！前二号
王 な
使用施設名
研 究極目
研 究目的
登録期間 昭和 年 月 日 ～ 昭和 年 月 日
健康診断 最昭近和の受年
診年
月月日日 ｜結果｜
有申請許可無の ※ 
｛箱 考
（※印欄には記入しないこと。）
所 属
申請者
氏 名 ＠ 
管理区域随時立入者登録申請書
富山大学トリチウム科学センター放射線障害予防規則 第 5
条の規定により管理区域随時立入者として 登録されるょっ
下記のとおり申請します。
吾CJロ w
随時立入者 ふりカ《な 新規 t 男
大昭正和
一
氏 名 年 月 日 生 継続 思lj 女
所 属 （学部） （学科 ） TEL 
玉Zヨ又'. 主主 昭和 年 月 日～昭和 年 月 日Wl l司
健康診断
最問診年月日｜ 結果｜昭和 年 月 日
申 請許可 ※ 
の 有 無
イ蔚 考
（※印欄には記入しないこと。）
OD 
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別紙第3 号様式 別紙第5 号様式
トリチウム
取主 扱者
事
担 務者
測 定 結 果 記 録
料セノタ 長 任 当
｜ま施ti ｜ 日 ｜ 昭和 年 月 日
体左表手面 (B. G .  cpm) 昭和 年月月 日 胸部
富山大学トリチウム科学センタ一長殿 右 手 腹部
氏
申請者名 ＠ 左 足
放射性同位元素使用願 右 足
その他の部位
言己
法
一
体
寸一
回（一
量）
一状印一形
数
一
O 一
一
に
一
学
ω
一
当
一
数（一形該
一
化
液体 気体
使 用 の
目的， 方法
使 用場 所
使 用 期間
世間｛ 占占有
別紙第4号様式
汚 染 検 査 記 録
日｜昭和年月日F司 医到
スミア法による汚染検公
11 
2 12 
3 13 
4 14 
5 15 
6 16 
7 17 
8 18 
9 19 
10 20 
Back Ground 
空間緑量率 部屋の見取図及び検査箇所
a 
b 
c 
d 
e 
g 
h 
Back Ground 
備 考
iヰ司 雨宮｜昭和年月日
呼気， 尿（ 必要と考えられる場合のみ測定すること。）
呼気 (B.G. 
(B.G. 
cpm) 
cpm) 
諸
AQ 一A
議
昭和55年度第5回大学院委員会（ 2月13日）
（審議事項）
(1）昭和56年度富山大学大学院工学研究科（修士課程）
第2次入学試験合格者の判定について
昭和55年度第6回大学院委員会（ 2月20日）
（審議事項）
(1 ）富山大学大学院工学研究科規則の一部改正について
(2）昭和56年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）
地球科学専攻学生募集要項について
(3 ）昭和56年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）
第2次入学試験合格者の判定について
昭和55年度第11囲評議会（ 2月20日）
（報告事項）
(1）昭和56年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）
及び工学研究科（修士課程） 第2次入学試験合格者
の判定について
(2）昭和56年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）
学生募集要項について
(3 ）教官人事について
(4）学寮問題について
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（審議事項）
( 1)富山大学大学院工学研究科規則の一部改正について
( 2 ）富山大学文理学部規則の一部改正について
(3）富山大学人文学部規則の一部改正について
(4）富山大学理学部規則の一部改正について
(5 ）富山大学トリチウム科学センター放射線障害予防規
則の制定について
( 6 ）昭和56年度富山大学文学専攻科， 教育専攻科 ， 経済
学専攻科， 入学者選抜試験合格者の判定について
(7）富山大学人文学部教授会規則の一部改正等について
(8 ）富山大学教養部教授会規則の一 部改正について
人 事 異 動
異動区分 名 内 任命権者η.，，. 合異動 前の所属 官職 異 動発令年月 日 氏
t采
島
事務補佐員（附属図書館） 富 山 大学長珠 喜用 1 0  松56. 2 
56. 士七口 助教授（教育学部） 文 部 大臣教授（教育学部）周岡 明2 
昇 任 II 中 H牟）｜｜ II II II II II 
II 田 茂 助教授（理学部） II 講師（理学部 ）口
持 汁，d TE ｛白 文 部技官 （施設課） ·＝－（富山商船高等専門L文 文技 I ) 日 l学校 会計課施設係／ 富山商船高 等専 門 学校 長任 佐 一言口｛ 男56. 2 .  
首李 義 富山 大学長事務補佐員（工学部） 辞職を承認森職 回 員リ56 2 28 
退 教諭（教育学部附属中学校） 昭和56年2月 4臼限1）任期満了により退職 富 山大 学長キ本 暁 代職 56. 2 5 
教
育学部長の改選
大津欽治教育学部長の任期が， 昭和56年3月3 0日に満了することに伴し＼教育学部教授会 は，
補者の選挙を行った。 その結果， 現職の大津欽if；教授が再選された。
2月 25日に次期学部長候
工
学部
長の改選
大井信一工学部長の任期が， 昭和56年4月 1日に満了することに伴い，
の選挙を行った。 その結果， 現職の大井信一教授が再選きれた。
工学部教授会 は， 2月25日に次期学部長候補者
nu 噌・A
昭和56年2 月号
学
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学位取得者
取 得 者 人文学部・理学部 文部技官 小松美英子
取 得学 位 理学博士 （北海道大学）
取得年月日 昭和55年12 月25日
学位論文名 日本産ヒトデの発生， 特にその系統学的考察
昭和56年度 文部省在外研究員派遣予定者の決定
経 類 寸兵＇－！＿与， 音日 官 職 氏 名 主たる滞在地名及び当該滞在地の属する国名 調査研究題目 派遣期間
チュウビンゲン （西ドイツ） ホーフマンスタール 月
長期 （甲） 人文学部 教 授 提山 淑郎 10 
チュービンゲン大学 の 研究
ボストン （アメリカ） 欧米に おける比較都
マサチュー セッツ 工科大学 市地理学的研究
II 教育学部 助教授 寅 清隆 10 
ボツフム （西ドイツ）
ルール大学
経営短期 ロンドン （イギリス）
II II 松山鳥 道夫 家族問題と老後保障 10 
大 学 部 ロンドン大学
オタワ （カナダ） 極低温に おける金属
短 期 理 学 部 教 授 斎藤 好民 1 
カナダ国立科学研究所 物性の研究
ヒツコリー・コーナーズ （アメリカ） 高等植物の種分化お
II 教養部 II 河野 昭一 2 
ミシガン州立九学ケロック生物学研究所 よび比較生態学
昭和56年度 文
部
省内地研究員の決定
学 苦E 官 職 氏 名 研究場所 研 究 題 目 研究期間
56. 5 . 1 
工 ユ子出ー 部 講 師 大 住 問。 京都大学 静圧流体を制御した軸受の研究
57 2 27 
56 . 9 1 
経営短期 大学部 助教授 佐 藤 良 一 神戸大学 資本制 経済と技術
57 2 .  27 
学
内レ
ク
リエ
ー
シ
ョ
ン
麻雀大会
実施月日 2 月28日 （土）
場 所 富山大学職員会館
参加人員 15 チーム 60名
成 績
団体戦 優 勝 工学部Aチーム （吉川， 能登谷， 山田茂， 室谷）
準優勝 経済学部Bチーム （岡山， 大聖寺， 長崎， 古川）
第3 位 教育学部 （山岸， 河よ， 山田知， 藤井）
個人戦 優 勝 吉川和 男 （ 工学部）
準優勝 大聖寺一孝 （ 経済学部）
第3 位 能登谷久公 （工学部）
名人質 大山達雄 （工学部）
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期 日
月 日
5 19 
II 24 
6 12 
If 23 
6 月及び12月頃
（日は未定）
7 12 
If 16～18 
II 21～22 
8 19～22 
II 20前後
II 20～21 
If 27～29 
9 未 定
10 2 
If 3 ～4 （ 予定）
If 中 旬
II 未 定
11 初 旬
昭和56年度中に開催予定の主要会議及び大会等行事予定表
会 議 名 称
教育研究発表会
日本植物 学会北陸支部大
iヱbス、
昭和56年度教育研究協議
ムヱミ、
電子通信学会 ， A
医
：µミ
、用 電子
－生体 工学 研究
日本塑性加工学会 北陸
地方委員会技術懇談会
第33回北陸四大学学生総
合体育大会
実函数論， 函数解析学合
同シンポジウム
（仮称） トリチウム 理
工学に関する 研究会
代数学シンポジウム
北陸三県地学地理 学 富山
大会
第 3 回 東海北陸特殊 教育
研究大会富山大会
日本第四紀学会
昭和56年度東海北陸地区
国立大学厚生課長会議
日本機械学会北陸地方議
演会
電気4 学会北陸支部連合
大会
国立15大学人文系学部長
f五、 室日亨主宰" 
第3 5回 国
正｝；.
、立大学学生部次
長協議
第 6回 研究協議会
玉 催
教 育 学 部 附属 小 学校
日 本 植 物 学 会 北 陸支部
教 育 学 部 附属 中 学校
電 子 通 学 1ヱエh、
日 本 塑性 加 工 学 会
北陸四大学学生体育競技連盟，
富 山 大 学
日 本 数学会 実 函
科
数 論，
函 数 解 析 学 分 会
昭和56年
リチ
度
ウ
科
ム
研
理
費
工
核
学
融
班
合
（ 予
特
定別研究 ト ） 
日 本数学会代数学分 科 会
富 山 士也 寸』ゐー f三、
全日本特殊 教育 研究連盟ほか
日 本 第 四 紀 学 会
当 番 昌 山 大 学
日 本 機 械 λナiι f三、
電気4 学 会 北 陸 支 部
当番 ・ 富山大学人文学部
当 番 富 山 大 学
教育学部 附属養護学校
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�』三 場 参 加 範 囲
教育学部附属 小学校 県 内 一円及 び 近県
理 学 部 2 号館 国公私立大 学
教育学部附属 中学校 王 県 内
工 学 苦E 全 国
II �t 陸 県
富 山 大 学 ほ か 北陸三県国立四大学
理 学 部 2 号館 全 国 の 各研 究 機関定海外からも 参加予
II 全 国 の 研 究 機関
福 祉 �三斗三 吉富 If 
滑 川 市 ほ か �t ｜塗 県
教育文化会館ほ か 東 海 北 陸 地 区
富 山 市 科 学 全 国文 化セ ン タ ー
未 定 東海北陸地区国立大学
富山工業高等専門学校 北 陸 県
工 学 音II II 
人 文 学 部 全 国
未 定 全 国 国 立 大学
教育学部附属養護学校 王 県 内
（昭56 . 2 . 庶務課 調べ）
昭和56年2月号
学
職 貝
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j肖 ，息
〈新任者》 教育学 部
鮒属図書館 助 教 授 賞 清隆
事務補佐員 松島珠喜
理 学 部
助 教 授 封馬勝 年
〈住所変更〉
人 事 課
職員主任 五百崎喜明 〈住所表示変更》
教育学 部
附属学校第 一係長 白野 明
主 要 日 誌
本 音B
2月2日 部課長会議
2 ～3 日 東海北陸地区国立学校施設整備工事の打合せ会
（於名 古屋大学）
4日 富山地区人事担当課長会議（於富山大学）
国家公務員給与等実態調査説明会（於金沢第2
合同庁舎）
5日 営繕関係事情聴取
6日 週休二日制説明会 （於名古屋国税局）
富山大学構内交通対策委員会
9 ～16日 入学願書受付
10日 会計係長会議
12日 庶務係長会議
12～21日 第16田中部地区 中堅係員研 修（於名 古屋合同庁
合第 2 号館）
13日 第 5回大学院委員会
放射性同位元素を取扱う作業従事者に対する講
演会 （於附属図書館視聴覚室）
16日 富山大学放射性同位元素委員会
17～27日 昭和55年度国立大学等事務電算化基幹要員研 修
会 （於筑波大学山 中共同研 修所）
18日 北陸地区国立学校事務電算化協議会（於金沢大
学）
19日 富山大学学寮補導委員会
第 6回学園ニュース編集委員会
20日 第 6回大学院委員会
第1 1回評議会
3月
23- 2 日 会計事務内部監査
24日 週休2日制の実施に関する説明会 （於東京大学
工学部）
第 4国富山大学施設整備委員会
入学者選抜方法研究委員会専門委員会
26～27日 給与実務担当者研 修会 （於国立名古屋病院）
27日 部課長会議
28日 昭和55年度学内麻雀大会
｜文
理
学 部
｜
2月16日 後学期授業終了
qu 司Eム
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18日 学部教務委員会
人 文 学 部｜ ｜ 教授会
’ 2 1日 昭和56年度 富山大学経済学専攻科合格者発表
2 月5 日 文学専攻科選抜検査
16日 後学期授業終了
17 日 学部教務委員会
18日 教授会
2 1日 文学専攻科合格者発表
25日 学部補導委員会
27 日 会計事務内部監査
｜
教
育
学 部｜
2月 1 日 附属 中学校第 l 次選考（学力検査）
3 日 附属小学校入学者選考（ 発育検査）
4 日 合 宿研 修委員会
学部教務委員会
人事教授会
5 日 附属 中学校第 2 次選考（抽選）
6 日 日本教育大学協会理事会（於東京学芸大学）
附属小学校入学者選考（抽選）
7 日 教育専攻 科入学者選抜試験
後学期授業終了
17日 予算委員会
18日 合宿研 修委員会
学部教務委員会・補導委員会合同会議
学部教務委員会
教授会
人事教授会
19-20日 昭和55年度教員養成課程合宿研 修（スキー）
（於粟巣野スキー 場）
20日 日本教育大学協会第二部会理事会（於東京学芸
大学）
24日 予算委員会
25日 学部長候補者選挙
26日 会計事務内部監査
｜経
済
学 部
｜
2月 4 日 学部教務委員会
教授会
6 日 昭和56年度 富山大学経済学専攻科入学試験
向上選考委員会
12日 財務委員会
14日 後学期授業終了
17 日 拡大教務委員会
25日 人事教授会
会計事務内部監査
27 日 拡大教務委員会
学部教務委員会
28日 財務委員会
E里
学
部
2月 3 日 学科主任会議
4 日 学部教務委員会
9 - 10日 大学院理学研究科学力及び口述試験
10日 人事教授会
14日 学部教務委員会
16日 後学期授業終了
18日 学部教務委員会
19日 教授会
人事教授会
理学研究科委員会
21日 理学研究科第2 次募集合格発表
23日 学部施設委員会
27 日 会計事務内部検査
工
声比一手 空J
2月 2 日 事務連絡会議
3 ～4 日 大学院 工学研究科（ 第 2 次） 入学試験
7 日 学部教務委員会
10日 工学研究科委員会
専任教授会
教官選考委員会
講演会
演題「技術革新と有限要素法」
講師「 東京大学生産技術研究所教授
川井忠彦」
13日 大学院 工学研究科（ 第 2 次）入学試験合格者発表
17日 学部教務委員会
18日 教授会
専任教授会
20日 学部補導委員会
2 1～27 日 修士学位論文 口頭発表
23日 後学期 授業終了
24日 会計事務内務監査
25日 教授会， 学部長候補者選挙
Aせ噌EA
昭和56年2月号
学
学部構内交通対策委員会
昭和56年度入学者選抜 学力検査実施打合せ会
教
引」
養
2月4 日 教授のみの教授会
16日 後学期授業終了
17日 内地・在外研究員に関する委員会
18日 教授会
23日 会計事務内部監査
24日 教養部教務委員会
｜附属図書館｜
2月25日 会計事務内部監査
｜
トリチウム科
学
センター
｜
2月13日 ト リチウム 科学センター委員会
｜経
営短期大学部｜
2月 5 日 第5 回財務委員会
第15回教授会
9 ～18日 昭和56年度富山大学経営短期大学部入学願書受
イ寸
10日 第16回教授会
21日 第1回推薦入学選考委員会
23日 推薦入学者選抜試験
第2 回推薦入学選考委員会
25日 会計事務内部監査
26日 第17回教授会
報
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RJV 噌E目．
昭和56年2月号 学 報 第209号
資 料
昭和56年度富山大学入学志願者数
学 音E 学 科 課 程 募集 人 員 志 願 者数 倍 率 目リ 年 度倍 率
人 文 学 科 90 316 3.5 3.95 
人 文 学 部 三ロ五口 A寸以一． 文 学 科 80 148 1. 9 2.74 
計 170 464 2.7 3.34 
小学校教 員養成 課程 140 293 2.1 2 .16 
中 学 校教 員養成 課程 50 133 2.7 2 .92 
教 育 学 部 養護学 校教員養成課程 20 66 3.3 5.75 
幼稚園教 員養成 課程 30 145 4.8 3.67 
百十 240 637 2.7 2.80 
経 j斉 学 科 1 20 260 2.2 2.46 
経 営 学 科 120 360 3.0 4.00 
経済 学 部
主主 営 法 学 科 60 1 20 2.0 2 .17 
計 300 740 2.5 3.02 
数 学 科 40 96 2.4 2.60 
物 理 学 科 40 69 1. 7 1.88 
化 、 学 科 40 82 2.1 1. 75 
理 学 音E
生 物 寸，.，，一， 科 30 7 5  2.5 1.8 7 
I也 球 手＂� 学 手ヰ 30 7 8  2.6 1. 90 
3十 180 400 2.2 2.01 
電 気 工 学 科 50 93 1. 9 2.66 
工 業 イじ 学 科 45 158 3.5 5.29 
金 属 工 寸A以一， 科 40 136 3.4 5.32 
機 械 工 学 科 50 104 2.1 2.90 
工 A寸Uーφ 音E
生 産 機 械 工 学 科 40 133 3.3 3.35 
化 学 工 寸.＇－＇ゐー 科 40 92 2.3 3 .17 
電 子 工 学 キヰ 40 64 1.6 3.88 
計 30 5 7 80 2.6 3.75 
l口入 言十 1,195 3,0 21 2.5 3.05 
編 集 富 山大 学庶務 部 庶務 課
富山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 中 央 印 刷 株 式 会 社
富山市下奥井 1 - 4 - 5 
電話。2) 6 5 7 2欣）
nb 
